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〈シンポジウム 1〉

FD× SDで向き合う新しい学び
ー学び手ひとりひとりの成長と幸せに寄り添う大学教育を探るー

龍谷大学 社会学部 准教授  築地 達郎
コーディネーター

○本シンポジウムのねらい
本シンポジウムをコーディネートするに当たって、問題意識は 2 つあった。
1 つは、いわゆる「学び手主体の学び」の段階はそろそろ終わり、「学び手ひとりひとりが自ら『編成』

する学び」を実現しなければならない段階に入りつつあるのではないか、ということである。
そしてもう 1 つは、高等教育機関の学び手が二十歳前後の若者だけに限られてきた状況はいよいよ終焉

を迎えるのではないか、ということである。高等教育機関は、「生涯に亘って学び続ける」存在に対して学
びの場を提供する責務を具体化しなければならないのではないか。

これら 2 つの論点は相互に絡み合う。学び手自身が生涯に亘って自ら学びを編成するからには、いつ、
どこで、どのように学ぶかは学び手ひとりひとりに委ねられるであろう。だとすると、高等教育機関の側は、
場所や時間に縛られない学びの場を、組織的に再構築していく必要に迫られるであろう。大学人は互いに
手を携えながら、教学内容の質的改善、教育プロセスの構造的改革、そして情報化が急展開する時代にふ
さわしい学習インフラの整備などに総合的に取り組む必要に迫られている。「FD × SD」という新たな“し
つらえ”にふさわしい、難易度の高い課題がはっきりと見えるようになってきたといえるだろう。

以上のような問題意識を踏まえ、当シンポジウムでは 3 つの重要な「現実」を、3 人の先生方にご報告い
ただくことにした。

まず、MOOCs（大規模公開オンラインコース）およびマイクロクレデンシャル（細かく区切られた領域
ごとの学修成果の証明制度）に関する研究と実践の第一人者である井上雅裕先生に、マイクロクレデンシャ
ルによる学修成果証明制度が世界的にはごく当たり前に導入されている実態をご報告いただいた。おそら
く、日本の大学人が常識としてきた単位制度は、もはや旧くなりはじめている。

教育社会学者として日本と世界の高等教育を多角的に分析し続けてきた松下佳代先生には、近年継続的
に観察し続けておられる米国ミネルバ大学の教育思想と教育システム、そして最新の状況をご報告いただ
いた。ミネルバ大学はキャンパスを持たず授業はすべてオンラインで行う一方、学生たちは世界の複数都
市における合宿を 4 年間かけて繰り返しながら学ぶという独自の教育モデルを導入して、大学関係者に強
烈なインパクトを与え続けている。

探究学習を通じた中等教育改革の最前線で活躍されている宮越敬記先生には、高校段階において質の高
い探究学習を実現するための環境づくりと教育システムについて、京都市立開建高等学校の事例をご報告
いただいた。開建高校は、「堀川の奇跡」以来京都市教育委員会が取り組んできた高校再編の最終到達点と
して注目されている。

3 人の先生方からの報告を通じて、私たち日本の大学人に染みついた時間感覚、空間感覚、そして制度感
覚をリセットする機会を得ていただければ幸いである。

○報告の概要
報告①
井上　雅裕氏（慶應義塾大学大学院特任教授、大正大学招聘教授、JV-Campus/JMOOC マイクロクレデン
シャル共同 WG 発起人）

「マイクロクレデンシャルの国内外の最新動向─生涯にわたる多様な学びの実現─」

これからの大学は新たな高等教育モデルを追求していくことになる。具体的には①オンラインを活用す
る大学間連携・国際連携・産学連携②学習機会の保証と生涯に亘る継続的な学びの実現③ハイブリッド型
教育の質保証の仕組み④柔軟な単位制度とマイクロクレデンシャル⑤学習履歴証明書のデジタル化──が
同時並行で展開していく。

こうした新たなモデルの下では、学生たちは世界各地の特色ある大学が提供する教育内容を、MOOCs
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を含めたさまざまな手段で学んでマイクロクレデンシャルの形で学習履歴を積み重ね、それに基づいて最
終的に学位を得ることになる。マイクロクレデンシャルとは、従来の学位よりも小さな区分で特定のスキ
ルやトピックに重点化した、「授業内容のまとまり」である。各大学はマイクロクレデンシャルごとに質保
証を目指し、学生はそれぞれのキャリア目標など沿ってこれらを組み合わせ、自らの学びを編成していく。

マイクロクレデンシャルが一般化すると学生の大学間の流動性が高まり、学びのプロセスや学位のあり
方が変わる。それによって、大学教育やリカレント教育の大きな変革が始まる。すでに欧米諸国で導入さ
れてきたが、近年はアジア諸国でも導入が進みつつあり、日本だけが取り残された形である。

たとえばタイでは 2019 年、教育省による「単位銀行」の制度が発足し、学生がさまざまな教育機関で学
んだ学習履歴を国が保証する仕組みを整えた。国の単位銀行は別に各大学が単位銀行を設け、デジタル的
に連携している。学生は国の保証の下、所属する大学から学位を取得する。

日本においてこうした制度の導入が遅れている背景には、デジタル化の遅れとともに、「自前主義」とい
う文化の問題がある。また、社会人学生への向き合い方が弱く、リカレント教育への対応が不十分である。
その結果、私立大学の過半が定員割れという現実に対して、有効な手立てが打てていない。

こうした状況への対応策として、オンライン教育を活用して各教育機関の得意分野を共有する。そして、
マイクロクレデンシャルを媒介に、学習者と教育機関との間の生涯に亘る継続的な関係を維持することが
求められるのではないだろうか。

今後、リカレント教育、マイクロレデンシャルを開発し実施する教員を大学として正当に評価するしく
みを設ける、学修歴の（卒業証明書、成績証明書、履修証明書）デジタル化を推進する、大学の内部質保
証にリカレント教育やマイクロレデンシャルを公式に組込み自己点検評価の対象として公表する──と
いった対応が求められるだろう。

報告②
松下　佳代氏（京都大学大学院教育学研究科教授、大学教育学会会長）

「キャンパスから自由になる大学の学び─ミネルバ大学の事例を中心に─」

世界的に注目されているミネルバ大学は自前のキャンパス・教室は持たず、授業はフルオンラインで行
われる。しかしいわゆる「オンライン大学」（インターネットを利用した通信教育制の大学）ではない。キャ
ンパスなどの空間には囚われないが、むしろ「場所に根ざした教育（place-based education）」は極めて重
視している。学生たちは世界の 7 都市をキャンパスとし、これらを移動しながら学ぶ。そこでの教員と職
員の役割は何であろうか。

同大の教育の特徴は、オンラインの正課教育と、経験学習の場としての準正課・課外活動との「ハイブリッ
ド学習」を実現している点にある。そのために、4 つのコアコンピテンシー（汎用的能力）を定めたうえで、
これらの中から計約 80 個の「知の習慣と基本的概念」（HCs ＝ habits of mind & foundational concepts）
を抽出している。学生は正課教育の中でこれらの HCs を修得しつつ、滞在都市での多様な他者との協働に
よる準正課活動の中でも活用していく。1 年次に学習した HCs は、その後の 3 年間現場で活用しながら学
び続け、その学修成果は数年後に事後的に評価する仕組みである。HCs は一つ一つが汎用的能力の基礎単
位であって、学生はこれを手がかりにすることによって自分が何をどのように学ぶべきかを把握すること
ができる。HCs の仕組みがあるからこそ、「都市をキャンパスに」というもう一つの学びのコンセプトが生
きてくる。

こうしたミネルバ大学の教職員に求められるものは何であろうか。
まず教員は 3 年任期（最長 6 年）で、任期中は教育専念が求められる。採用時には 3 週間の「非常に厳

しいトレーニング」を受けて授業法や評価法を習得しなければならない。
より重要なのは職員だ。滞在都市には複数名の学生生活スタッフと都市ディレクターが常駐し、①学生

の健康や生活上の安全確保（課外） ②都市での経験学習のサポート（準正課）③「居住地に根ざした課題」
のサポート（正課）──を実施している。多様なバックグラウンドと高いソーシャルスキルをもつ、滞在
都市での文化・歴史に通じていて豊富なネットワークをもっている、といった高い資質が求められる。

教職員はそれぞれに専門性を追求するとともに、オンラインとローカルを融合させて教職協働によって
学生の高度な学びを実現しているといえる。
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ミネルバ大学の成功は、日本の大学にも既に影響を与えつつある。2022年の大学設置基準改正において「遠
隔授業の 60 単位上限」「校地・校舎面積基準」 などが適用除外されたのはその一例だ。また、通信制では「ZEN
大学」「さとのば大学」、通学制では「清泉女子大学地球市民学科」が、それぞれの方法で「場所に根ざし
た教育」を実現しようとしている。大学入学者の減少に直面する日本において我々がめざすべきなのは、
ミネルバ大学の事例の表面的な模倣にとどまらず、自分たちの持つ資源とテクノロジーを最大限に活用し
て「新結合」（＝イノベーション）を生み出すことなのではないか。

報告③
宮越　敬記氏（京都市立開建高等学校教頭）

「高校の探究活動はここまで進化／深化している！？」

令和 5（2023）年度に開校した開建高校は、京都市立の 10 高校について平成 11（1999）年度から進めら
れてきた一連の学校再編成の最後の事例である。新しい普通科系高校の創設を目指し、「その他の普通教育
を施す学科」である「ルミノベーション科」1 科を設置して開設された。「自ら考え、自ら学ぶ力を育成す
る学校」であり、学校側が定める校則はない。入学試験の得点だけを意識した視野の狭い受験勉強に注力
するのではなく、生徒自身が興味・関心を活かして学び、創造力や問題解決に必要な柔軟な思考力、豊か
な人間性等を主体的に学ぶ取り組みに注力している。

募集定員は 240 名で、1 クラス 80 名の 3 クラス編成とした。各クラスには担任が 3 名ずつおり、協働し
てクラス運営にあたる。また、各教科の担当も原則 3 人ずつとし、授業内容は 3 名で話し合いながらつくっ
ていく。

教室の構造も全く新しくした。普通教室 4 個分の広さ（16m × 16m）の教室で 80 名が学ぶ。必要に応じ
て教室を区切ることもできる。多様な形態がとれる新しい学習空間で、「生徒の数と同じ数の学びと進路が
ある」という考えのもと、生徒自身が設定した目標に向かって、自分に適した方法で学ぶスタイルを生徒
と教員でつくる。

こうした基本理念と教育スタイルとは密接に結びつき、「問いから始まる学び」を実現しようとしている。
探究学習においてはまず、さまざまな社会課題や社会の現場に対して、生徒が学ぶ各教科・科目の学び

の視点から俯瞰して捉えてみる活動を行う。それをふまえて京都に拠点を持つ企業や大学などの現状認識
や問題意識に触れ、それらを「考える素材」として「考えるべき課題」を見つける。そして、そうした課
題を解決するためのアプローチを生徒自らが考えて、調査活動や思考実験などを展開していく。

生徒は調査活動などを通じて最初に立てた問いを棄却して新たな問いに出会うことが少なくない。それ
を繰り返すことを通じて、誰かが立てた問いではなく、「この生徒だから出てきた問い」にたどり着くこと
ができる。そのような学びに没頭する生徒たちに対する大人の関わり方は、①大人が「正解」を求めない
こと②時間に間に合わそうとしないこと③適切なフィードバックをすること──だ。

次に、質の高い探究を行うための工夫として生まれた、「開建コアスキルカード」という教材を紹介して
おきたい。

探究活動の大分類は「探索」「分析」「解釈」「表現」だが、これをさらに細分化して 16「コアスキル」と
して整理し、カードゲームのカードのようなツールにした。生徒はこれらのカードを手札としながらワー
クショップを行い、課題の分析や解決方策の検討に用いている。また、各教科の授業や諸活動においてコ
アスキルを参照した声かけや指導を行うことで、探究の時間のみに使うものではなく、また、日常で必要
なスキルだということを実感させるようにもしている。

大学での学びとの接続を考えてみたい。従来は「高校では探究、大学に入ったら研究」という切り分け
がされてきたが、実は探究学習は、中学校から大学（学士課程教育）に至るまで長い学齢期に亘って適用
可能であると思われる。高校で探究学習に没頭した生徒にとっては、大学で改めて講義系授業にしばりつ
けられることには違和感を覚えるようだ。高校から大学への接続時期よりおそい大学２年次～３年次くら
いに仮説検証 / 仮説生成型の「研究」に移行したほうがいいのではないか。
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○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
全体討議で話題になったのは、井上氏が報告した「マイクロクレデンシャル」、松下氏の報告にあったミ

ネルバ大学の「HCs」、そして宮越氏の開建高校における「コアスキル」という 3 種の概念に共通性が高い
ことであった。いずれの場合も、学習の目標と評価軸を汎用性のある基礎単位に落とし込み、それらを自
由に組み合わせて自分らしい学びを実現するための基盤としている。

一方で、これらの基礎単位を自分のためにまとめ上げていくための方向付けを担うのは、ミネルバ大学
の「土地に根ざした教育」や、開建高校の「地元の現場において自ら立てる問い」である。ここにも高い
共通性がみられた。

こうした学びの基盤を、個々の学校に閉じ込めず、学び手が生涯の学びとして編成していくためには、
それぞれの学修成果を可視化し、持ち運び可能なものとする必要がある。討論では、そのために必要なも
う一つの基盤としての「フレームワーク」の重要性が議論された。すなわち、データセキュリティを実現
する情報基盤である。井上氏が報告で強調したように、近隣諸国をはじめ多くの国・地域でこうした情報
基盤は既に実用化されているが、日本は取り残されている。このことについて、強い問題意識が共有された。

会場からは、e ポートフォリオを個々の学び手が継続的に利用できることの重要性が指摘された。現在は
学籍番号が学校間で非連携となっていて、e ポートフォリオは途切れ途切れになってしまう。これを受けた
討論では、「学習履歴は学生のもの」という理念を確立していくことが必要であることが確認された。

6



 

INOUE Masahiro

5

IoT, Robotics

A

AI, Data Science

B

Management

C

        
       

井上 雅裕  慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 特任教授
           ／芝浦工業大学 名誉教授（元副学長）／大正大学 招聘教授

スライド1　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド2

 
スライド3　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド4

スライド5　　　　　　　　　　　　　　　　　  　スライド6

7



  

            

  

スライド7　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド8

 
スライド9　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド10

スライド11　　　　　　　　　　　　　　　　　  　スライド12

8



  

            

  

スライド7　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド8

 
スライド9　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド10

スライド11　　　　　　　　　　　　　　　　　  　スライド12

  

Supply Chain Management

Principles of Manufacturing
Statistics and Data Science

15

17

TrainingCetificate

Learning 
Outcomes

Grade

Skills

スライド13　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド14

 
スライド15　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド16

スライド17　　　　　　　　　　　　　　　　　  　スライド18

9



            
   

20

                                                                                                             
                                                                                                            

                                                                   

  

EU, A EUROPEAN APPROACH TO MICRO-CREDENTIALS, 
December 2021

, January 23, 2008 ( )

スライド19　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド20

 
スライド21　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド22

スライド23　　　　　　　　　　　　　　　　　  　スライド24

10



            
   

20

                                                                                                             
                                                                                                            

                                                                   

  

EU, A EUROPEAN APPROACH TO MICRO-CREDENTIALS, 
December 2021

, January 23, 2008 ( )

スライド19　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド20

 
スライド21　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド22

スライド23　　　　　　　　　　　　　　　　　  　スライド24

                                                  
                   

Identification of the learner
Date of issuing
Title of the micro-credential
Awarding body
Country/Region of the issuer
Content/ Description
Learning outcomes
Form of participation
Language
Learner Effort
Type of assessment
Type of quality assurance
Level
Certification

 Credit/ Other Recognition
Prerequisites needed to enroll
Stackability

©2023, 2024 Masahiro Inoue

               

  

  

  

  

             
    

    
                                          

    
              

                  
                                 

           
                                            
      
           
                                                                  
                                                                                      

                                       
                                                            

                                                                             
                                         

                                                 

スライド25　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド26

 
スライド27　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド28

11



2025.3.1

place-based education

7 4

, S. M. & , B. 2024 .
2024 .

7

4

5Kosslyn, S. M., & Nelson, B. (Eds.). (2017). . 
The MIT Press.

critical wisdom

practical knowledge

6

松下 佳代  京都大学 教育学研究科 教育・人間科学講座（高等教育学コース）教授
           ／大学教育学会 会長

スライド1　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 スライド2

 
スライド3　　　　　　　　　　　　　　　　　　    スライド4

スライド5　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　スライド6

12



2025.3.1

place-based education

7 4

, S. M. & , B. 2024 .
2024 .

7

4

5Kosslyn, S. M., & Nelson, B. (Eds.). (2017). . 
The MIT Press.

critical wisdom

practical knowledge

6

松下 佳代  京都大学 教育学研究科 教育・人間科学講座（高等教育学コース）教授
           ／大学教育学会 会長

スライド1　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 スライド2

 
スライド3　　　　　　　　　　　　　　　　　　    スライド4

スライド5　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　スライド6

7

HCs

7

#

#

#

80

((HH CC ss))

((LLOO ss))

https://www.youtube.com/watch?v=Gk5iiXqh7Tg
2017 5 30

HCs

9

HCs

2024 , pp.21-22. 10

HCs

11 122024 , p.149 .

スライド7　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 スライド8

 
スライド9　　　　　　　　　　　　　　　　　　    スライド10

スライド11　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 スライド12

13



2024 7   2025 4

8

3 12
13

1. 
2. 

Gensler

3. immersion

SF Civic Innovation Office

4. 

14https://www.minerva.edu/undergraduate/students-life/#experimental

15 16

17 182024.12.1 .

スライド13　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド14

 
スライド15　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド16

スライド17　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 スライド18

14



2024 7   2025 4

8

3 12
13

1. 
2. 

Gensler

3. immersion

SF Civic Innovation Office

4. 

14https://www.minerva.edu/undergraduate/students-life/#experimental

15 16

17 182024.12.1 .

スライド13　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド14

 
スライド15　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド16

スライド17　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 スライド18

— —

20

2022.9

60

PBL

21 22

… …

… …

スライド19　　　　　　　　　　　　　　　　　   　スライド20

 
スライド21　　　　　　　　　　　　　　　　　　   スライド22

15



1

開 建 高 校
Kaiken High School

高校の探究活動は
ここまで進化／深化している︕︖

京都市⽴開建高等学校
教頭 宮越 敬記R07.03.01@⿓⾕⼤学深草キャンパス

開 建 高 校
Kaiken High School京都市内の高校について

京都市⽴高等学校１０校
・⻄京高校(附属中併設)
・美術工芸高校
・京都堀川音楽高校
・京都工学院高校
・堀川高校
・日吉ケ丘高校
・紫野高校
・塔南高校（R6年度末閉校）
・京都奏和高校(定)
・開建高校

※市⽴高校の他に、国⽴1 府⽴17 私⽴28

京都市⽴高等学校
最新情報サイト

開 建 高 校
Kaiken High School

塔南高校の
環境面での課題
・施設の⽼朽化
・狭隘な施設
・アクセスの悪さ

洛陽工業跡地活⽤に
ついての要望
・学校施設として
活⽤してほしい

最先端の高校教育を展開できるよう、
塔南を洛陽工業の跡地に移転・再編
『新しい普通科系高校の創設』

開建高校 ルミノベーション科
(その他普通教育を施す学科）

国による
普通科改革

平成26年

平成27年

令和3年

令和5年

京都府下に堀川高校人間探究科、自然探究科をはじめとする、
その他専門学科設置がはじまる

平成11年

開 建 高 校
Kaiken High School京都市⽴開建高等学校

設置学科︓ルミノベーション科(その他普通教育を施す学科)
募集定員︓240名
教育⽬標︓より良い未来をめざし，個性を活かして社会を協創する⽣徒の育成

「希望をもって未来を協創することを通して、
⽣徒一人一人が新しい自分を⾒つけ、

自らの成⻑を実感できる学校」
育成する６つの資質・能⼒
学び続ける⼒︓変化する社会においても，自由な発想で学びを楽しみ，自⼰を成⻑させ続け

る⼒
対話⼒ ︓他者の意⾒を受けとめ，自⼰の考えについて根拠をもって発信し，対話を

通して新たな発想に導く⼒
協働⼒ ︓他者を巻込み様々な違いを乗り越えて、あらゆる場面で協働する⼒
思いやる⼼ ︓⽂化的背景や考えを理解し，自他を⼤切にする⼼
貢献志 ︓よりよい未来を⽬指し，その創造に主体的に向き合おうとする志
挑戦⼒ ︓失敗でさえも原動⼒として，自⼰の成⻑や様々な課題に向き合う⼒

開 建 高 校
Kaiken High School

開建高校のモットー
・楽しみながら夢中になって学んでほしい。
・様々な活動に果敢に挑戦してほしい。
・学ぶことの楽しさや喜び，考えることの
すばらしさを体験してほしい。

「 やってみたい を やってみる
〜夢中になる学びがここにある〜 」

開建 高 校
Kaiken High School

ルミノベーション科（その他普通教育を施す学科）
地域社会を学ぶのではなく、“地域社会で学ぶ学科”です。
地域で⾒えた課題に対して、１つではない答えを

自分たちのプロジェクトとして探究します。
各分野のプロの方との対話・協働による

体験的・実践的な学びを⾏います。
学校内の他者だけでなく、地域の方々とも対話し、

多様な価値観を共有します。

※⽂部科学省「新時代に対応した⾼等学校改⾰推進事業」の研究指定を受けています（R4〜R６年度）
※⽂部科学省「⾼等学校DX加速化推進事業（DXハイスクール）」の指定を受けています（R6年度）

スライド1　　　　　　　　　　　　　　　　 　  スライド2

  
スライド3　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スライド4

スライド5　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スライド6

宮越 敬記　京都市立開建高等学校 教頭
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開 建 高 校
Kaiken High School

高校の探究活動は
ここまで進化／深化している︕︖

京都市⽴開建高等学校
教頭 宮越 敬記R07.03.01@⿓⾕⼤学深草キャンパス

開 建 高 校
Kaiken High School京都市内の高校について

京都市⽴高等学校１０校
・⻄京高校(附属中併設)
・美術工芸高校
・京都堀川音楽高校
・京都工学院高校
・堀川高校
・日吉ケ丘高校
・紫野高校
・塔南高校（R6年度末閉校）
・京都奏和高校(定)
・開建高校

※市⽴高校の他に、国⽴1 府⽴17 私⽴28

京都市⽴高等学校
最新情報サイト

開 建 高 校
Kaiken High School

塔南高校の
環境面での課題
・施設の⽼朽化
・狭隘な施設
・アクセスの悪さ

洛陽工業跡地活⽤に
ついての要望
・学校施設として
活⽤してほしい

最先端の高校教育を展開できるよう、
塔南を洛陽工業の跡地に移転・再編
『新しい普通科系高校の創設』

開建高校 ルミノベーション科
(その他普通教育を施す学科）

国による
普通科改革

平成26年

平成27年

令和3年

令和5年

京都府下に堀川高校人間探究科、自然探究科をはじめとする、
その他専門学科設置がはじまる

平成11年

開 建 高 校
Kaiken High School京都市⽴開建高等学校

設置学科︓ルミノベーション科(その他普通教育を施す学科)
募集定員︓240名
教育⽬標︓より良い未来をめざし，個性を活かして社会を協創する⽣徒の育成

「希望をもって未来を協創することを通して、
⽣徒一人一人が新しい自分を⾒つけ、

自らの成⻑を実感できる学校」
育成する６つの資質・能⼒
学び続ける⼒︓変化する社会においても，自由な発想で学びを楽しみ，自⼰を成⻑させ続け

る⼒
対話⼒ ︓他者の意⾒を受けとめ，自⼰の考えについて根拠をもって発信し，対話を

通して新たな発想に導く⼒
協働⼒ ︓他者を巻込み様々な違いを乗り越えて、あらゆる場面で協働する⼒
思いやる⼼ ︓⽂化的背景や考えを理解し，自他を⼤切にする⼼
貢献志 ︓よりよい未来を⽬指し，その創造に主体的に向き合おうとする志
挑戦⼒ ︓失敗でさえも原動⼒として，自⼰の成⻑や様々な課題に向き合う⼒

開 建 高 校
Kaiken High School

開建高校のモットー
・楽しみながら夢中になって学んでほしい。
・様々な活動に果敢に挑戦してほしい。
・学ぶことの楽しさや喜び，考えることの
すばらしさを体験してほしい。

「 やってみたい を やってみる
〜夢中になる学びがここにある〜 」

開建 高 校
Kaiken High School

ルミノベーション科（その他普通教育を施す学科）
地域社会を学ぶのではなく、“地域社会で学ぶ学科”です。
地域で⾒えた課題に対して、１つではない答えを

自分たちのプロジェクトとして探究します。
各分野のプロの方との対話・協働による

体験的・実践的な学びを⾏います。
学校内の他者だけでなく、地域の方々とも対話し、

多様な価値観を共有します。

※⽂部科学省「新時代に対応した⾼等学校改⾰推進事業」の研究指定を受けています（R4〜R６年度）
※⽂部科学省「⾼等学校DX加速化推進事業（DXハイスクール）」の指定を受けています（R6年度）
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宮越 敬記　京都市立開建高等学校 教頭
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開 建 高 校
Kaiken High School生徒指導の考え方

⽣徒⼼得
○様々なものをよく⾒て，自由に考えてみること。
○多くのことに興味を示し，自分たちでやってみたいことに
挑戦する⼼を育てること。
○周囲の人の考えを受け止め、対話を通じて相手の⼼を慮っ
て⾏動すること。
○常に自分や社会をより良くしようとする志を持つこと。

学校⽣活のルールとして、施設の使い方等は示し
ますが、禁止事項を定めたもの（いわゆる校則）
のようなものは学校が一方的には定めていません。

開建 高 校
Kaiken High School

自ら考え，自ら学ぶ⼒を育成する学校なので、
⼊学試験の得点だけを意識した視野の狭い
受験勉強に注⼒するのではなく、
⽣徒自身が興味・関⼼を活かして学
び、創造⼒や問題解決に必要な柔軟
な思考⼒、豊かな人間性等を主体的
に学ぶ取組に注⼒しています。

開建高 校
Kaiken High School

カリキュラム開発の３つの柱

①授業が変わる 〜学びを楽しむ〜

②魅⼒あふれる京都をフィールドに実践する
探究活動 〜学びと社会をつなぐ〜

③⽣徒が夢中になれる課外活動
〜より深く、より広く〜

開建 高 校
Kaiken High School新たな学びの環境L-podの活⽤

16m×16m(普通教室4個分)の教室では、
80名の⽣徒と複数教員が共に学びます。

広い教室は４つに区切って使⽤すること
もでき、少人数での学びも可能です。

知らないことや課題に対して、自分なりの問いを⽴て、自分なりの方法で答えを
探っていく学びを⾏うための教室です。「先⽣が教える」から「⽣徒が学ぶ」に
転換していきます。
また、電⼦⿊板や全館無線LANなど、最新のICT環境を整備しています。

多様な形態がとれる新しい学習空間で、「生徒の数と同じ数の学びと進路がある」という考えのもと、生徒⾃⾝が
設定した目標に向かって、⾃分に適した方法で学ぶスタイルを生徒と教員で創ります。

開 建 高 校
Kaiken High School

開 建 高 校
Kaiken High School
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3

開建高校の授業

１クラスの人数は８０人
担任の先⽣は３人
教科の担当も３人
(一部の教科を除く）

開建 高 校
Kaiken High School

問いから始まる学び

対話・協働での学び 個に応じた学び

開建高校
学びの３原則

⾃ら考え，⾃ら学ぶ

開 建 高 校
Kaiken High School

○総合的な探究の時間を３年まで計５単位設置
○加えて、学びのスキルを修得したり、⼼の体幹を鍛えたりする学校設定
科⽬を1年次に２単位設置

○学習指導要領の科⽬は標準単位数で設置
○⽂系・理系のコースを設置せず、⽣徒の興味・関⼼に応じて科⽬を選択

開 建 高 校
Kaiken High School

開 建 高 校
Kaiken High School

１年生前期
各教科・科⽬の独⽴した世界のルールや内容を理解するだ
けではもったいない︕︕教科・科⽬の学びから、この世界
の⾒方・考え方を学べるはず︕︕

各教科・科⽬のパースペクティ
ブで『コンビニ』を⾒てみる

社会課題の解決に各教
科・科⽬のパースペク
ティブを使ってみる

「特定のパースペクティブだ
けでは捉えきれない広範かつ
複雑な⽂脈や事象を多様な角
度から俯瞰して捉える」こと
を各教科・科⽬の学びで発揮
することで、各教科・科⽬の
パースペクティブがより強固
なものとし、深い学びにつな
げる

開 建 高 校
Kaiken High School

京都探究（後期）

「素材」の中から課題を見つけ、課題解決のための探究活動を展開

・アプローチ方法は生徒が考える
・調査研究、思考実験など

フィールドとしての「京都」

京都で活躍の企業・大学

開建高校1年生

参加

「考える素材」

企業・大学が

活動するにあたって持っている、現状の認
識や問題意識

フィードバック

生徒の探究活動の成果について、講評を
いただく

「素材」の例
「日本人の仕事観、働き方を変えたい」
「障がい者の可能性を引き出し、障がい者がより多くの場で働けるようにしたい」

スライド13　　　　　　　　　　　　　　　　 　 スライド14

  
スライド15　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド16

スライド17　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド18
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3

開建高校の授業

１クラスの人数は８０人
担任の先⽣は３人
教科の担当も３人
(一部の教科を除く）

開建 高 校
Kaiken High School

問いから始まる学び

対話・協働での学び 個に応じた学び

開建高校
学びの３原則

⾃ら考え，⾃ら学ぶ

開 建 高 校
Kaiken High School

○総合的な探究の時間を３年まで計５単位設置
○加えて、学びのスキルを修得したり、⼼の体幹を鍛えたりする学校設定
科⽬を1年次に２単位設置

○学習指導要領の科⽬は標準単位数で設置
○⽂系・理系のコースを設置せず、⽣徒の興味・関⼼に応じて科⽬を選択

開 建 高 校
Kaiken High School

開 建 高 校
Kaiken High School

１年生前期
各教科・科⽬の独⽴した世界のルールや内容を理解するだ
けではもったいない︕︕教科・科⽬の学びから、この世界
の⾒方・考え方を学べるはず︕︕

各教科・科⽬のパースペクティ
ブで『コンビニ』を⾒てみる

社会課題の解決に各教
科・科⽬のパースペク
ティブを使ってみる

「特定のパースペクティブだ
けでは捉えきれない広範かつ
複雑な⽂脈や事象を多様な角
度から俯瞰して捉える」こと
を各教科・科⽬の学びで発揮
することで、各教科・科⽬の
パースペクティブがより強固
なものとし、深い学びにつな
げる

開 建 高 校
Kaiken High School

京都探究（後期）

「素材」の中から課題を見つけ、課題解決のための探究活動を展開

・アプローチ方法は生徒が考える
・調査研究、思考実験など

フィールドとしての「京都」

京都で活躍の企業・大学

開建高校1年生

参加

「考える素材」

企業・大学が

活動するにあたって持っている、現状の認
識や問題意識

フィードバック

生徒の探究活動の成果について、講評を
いただく

「素材」の例
「日本人の仕事観、働き方を変えたい」
「障がい者の可能性を引き出し、障がい者がより多くの場で働けるようにしたい」

スライド13　　　　　　　　　　　　　　　　 　 スライド14

  
スライド15　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド16

スライド17　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド18
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開 建 高 校
Kaiken High School開建高校サポーター企業・大学等（一部） 開 建 高 校

Kaiken High School
事業者名称 「考える素材」

株式会社クーバルＣ３ 障がい者の可能性を引き出し、障がい者がより多くの場で働けるようにした
い

コミュニティバンク京信
上鳥羽支店 地域に合ったコミュニティを作りたい

⻲屋良⻑株式会社 伝統⽂化を守るだけでなく、伝統を道具として使い、皆様に喜んでいただけ
て幸せになって頂けるものを届けたい

株式会社ウエダ本社 日本人の仕事観、働き方を変えたい

京セラ株式会社 「誰かのため」になることをしたい

パナソニック株式会社
デザイン本部 孤独や孤⽴をなくし、地域で協⼒して「豊かなくらし」を実現したい

南区役所 みなみ⼒(地域⼒)を活性化したい

京都市役所
京都市都市計画局
歩くまち京都推進室

持続可能な公共交通ネットワークの構築をしたい

人と公共交通優先の「歩いて楽しいまち」を実現したい

開 建 高 校
Kaiken High School

スタートの課題スタートの課題

新たな問い新たな問い

さらに新たな問いさらに新たな問い

日本人の働き方・仕事観を
変えるには︖

働きやすい環境を作ることが必要では︕
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開 建 高 校
Kaiken High School

この⽣徒の発表より思うこと
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その⽣徒独自の進化／深化が起こる
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開建 高 校
Kaiken High School

開建高校での⼤人の関わり方

〇⼤人が「正解」を求めないこと

〇時間に間に合わそうとしないこと
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開建 高 校
Kaiken High School

中学 高校 ⼤学 ⼤学院

研究
調べ
学習

探究

探究でいける学齢期の幅はどうやら広そうだ
⼤学になっても探究活動が必要なのでは︖

スライド19　　　　　　　　　　　　　　　　 　 スライド20

  
スライド21　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド22

スライド23　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド24
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開 建 高 校
Kaiken High School

中学 高校 ⼤学 ⼤学院

研究
調べ
学習

探究

調べ学習との違いは何か︕︖
自分がやりたい、知りたいという
内容であるか︖

開建 高 校
Kaiken High School

中学 高校 ⼤学 ⼤学院

研究
調べ
学習

探究

研究との違いは何か︕︖
仮説検証型/仮説⽣成型である必要は
ないのでは︖

開建 高 校
Kaiken High School

地域・社会をフィールドとした探究学習を通して、社会への関わり方を変える
⽣徒の振り返りより
・はじめは課題について調べたことがなくてあんまり理解してなかったけど、探究を通していくうちにもともと知らな
かった課題も⾒えてきてさらに調べる幅が広がって⼤変な部分もあったけど知りたいことが増えることが楽しかった。

・考える素材から自分たちで探究を深めていく中でそこからまた新たな問いや考え方が出てくるにつれてどんどん知識
が深まっていくのがとても楽しく感じました。

・実際の働き方を間近で⾒ることができて良い体験だったと思う。働くということがもっと身近なものになった。実際
自分が働くようになった時にどのような条件で仕事を探すべきか参考になった。

・普段は⾏かないところだったり、⾒る機会がないところなどを一から調べまくったり、プロの人に聞きに⾏ったりな
ど普通ではしないことをたくさん経験することができました。

・地域のことを考えながら何かをするという初めての経験になりました。
・中学と違うところは、枠に収まらず、自分たちの自由に考えることが出来るところだ。あるテーマが与えられて、そ
こからは自由に発想を膨らますことが出来るのは開建らしさが出ているなと思った。

・おかしいなと思う日本の社会問題はいっぱいあってもそれを改善するためにこうしたらいいやんと提案してみたらそ
れを実⾏するとこうなったしまうなとか一筋縄ではいかないことが多くあるなと感じました。

・ほかの人の意⾒を聞いて、「あ、そういう考え方もあるのか。こんな意⾒思いつかなかったな。これとこれを組み合
わせたらより良い取り組みができそうだな。」などたくさん考えることがあったし、たくさんの人の意⾒を取り⼊れ
ることによってより良い、⼤きくて素敵な折句身につながるということを自分の身で体感することができた。

・自分だけの視点だと一方的にしか⾒れてないためアイデアがとても薄いがみんなで協⼒したり教科ごとの⽬で⾒たり
年齢の⽬で⾒たり⽴場での⽬で⾒たりすることによって⾊々なアイデアや意⾒、想像が膨らむため自分とは少し角度
の違う意⾒に触れられることが出来る。その過程があった上でのいいアイデア、意⾒があることがよくわかった。

開 建 高 校
Kaiken High School開建コアスキルカード

開 建 高 校
Kaiken High School開建コアスキルカードの特徴

○⼤分類として、「探索」「分析」「解釈」「表現」を設定
→質の高い探究を⾏う上で、「探索」のスキルは特に重要

○カードとして、⽂字通り「手札」を与えることで、様々な場
面でコアスキルの活⽤が容易に

○コアスキルの修得には、ワークショップ型の授業を実施

開建 高 校
Kaiken High School

１６のコアスキル

各教科の授業や諸活動においてコアスキルを参照した
声かけや指導を⾏うことで、探究の時間のみに使うも
のではなく、また、日常で必要なスキルだということ
を実感させる

学校説明会での⽣徒企画
コアスキルカードを使って
「未来の電⾞を創造しよう」

スライド25　　　　　　　　　　　　　　　　 　 スライド26

  
スライド27　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド28

スライド29　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド30
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開 建 高 校
Kaiken High School２年生

スタート
「それしかないわけないでしょう」
「それ」を発⾒し、「〇〇だってあるじゃない︕」の
提案を⾏う

・プロジェクトを発案・実⾏する形式や、問題の調査解決、学問的研
究など、幅広い活動が⾏われている。

・個人で進めることも、チームで進めることも可能。
・学校外の企業・団体と連携した活動を希望することも想定され、授
業時間中に学校外に⾏くことも許可している。

開 建 高 校
Kaiken High School２年生 探究活動（一例）

〇絵と⽂字がない本
〇消しカス問題を解決したい︕
〇「古代エジプト」知っていますか︖
〇誰でも簡単に野菜を育てられる方法を教えます
〇譲渡会in開建
〇アニメーション効果が与える様々な映像の印象
〇開建高校×恐⻯図鑑をつくりたい︕︕
〇服をリメイク

教師が一から⼗まで教えることは不可能
➡専門的知識を持ってない教員が伴⾛する

開建 高 校
Kaiken High School

New HORIZON Day
普段とは違う活動にチャレンジ
〜自分の興味・関⼼を拡げ、仲間と楽しもう〜

生徒の主体的な活動を⽀援しています︕
まつり実⾏委員会
⽂化祭・体育祭をゼロから創り上げる実⾏委員会

企画・運営を通して、協創する⼒を育成

開建 高 校
Kaiken High School開建高校の探究

３本⽴て
①授業（総合的な探究の時間を中⼼に）

②特別活動（学校⾏事等）

③課外プロジェクト
⽣徒プロジェクト
⽣徒がやってみたいことを実際にやってみる自主的な
プロジェクト活動（予算措置あり）

開建 高 校
Kaiken High School

開建高校でのプロジェクト（一例）
・地域の魅⼒を発信︕おにぎりプロジェクト
・地域の魅⼒を再発⾒︕ポスター作成プロジェクト
・開建高校の魅⼒を発信︕学校紹介動画作成プロジェクト
・地域の⼦どもに憩いの場を︕いこっと
・音楽で盛り上がろう︕音楽プロジェクト
・宇宙と交信︕︖宇宙探索プロジェクト
・農ある暮らしらすちじんプロジェクト
・みんなで学ぼう防災ボランティアリーダー

開建 高 校
Kaiken High School

京都の食材で
おにぎりをつく

り、
浜松で披露しま

した︕

スライド31　　　　　　　　　　　　　　　　 　 スライド32

  
スライド33　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド34

スライド35　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド36
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開 建 高 校
Kaiken High School

おにぎりプロジェクト レギュレーション
• １チームの人数は3〜5名とする。
• おにぎりの原価は100〜120円とする。

※その内、米の原価は50円として計算する。
• おにぎりの具材は京都の魅⼒を伝えられるものを使⽤すること。
• おにぎりの重量は120g〜125ｇとする。

開 建 高 校
Kaiken High School

開 建 高 校
Kaiken High School

開 建 高 校
Kaiken High School

学校紹介動画作成プロジェクト
学校の特⾊・魅⼒を発信するノーカットの動画を作成

開 建 高 校
Kaiken High School

「防災ボランティアリーダー」
⿓⾕⼤学の先⽣・研究室の学⽣さんと共に、能登でフィールドワークを実施

開 建 高 校
Kaiken High School探究もプロジェクトも

初めからうまくいくわけがない
なぜ︖

各教科・科⽬の
パースペクティブを

獲得する学びを加速

各教科・科⽬の
パースペクティブを

獲得する学びを加速

教科の学びが足りていないから教科の学びが足りていないから

適切なフィードバック

スライド37　　　　　　　　　　　　　　　　 　 スライド38

  
スライド39　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド40

スライド41　　　　　　　　　　　　　　　　　  スライド42
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開 建 高 校
Kaiken High Schoolキャリア教育

連携協定⼤学の⿓⾕⼤学では、興味・関⼼を
拡げる探究学習を１年⽣の夏休み・冬休みに
計4日間実施しています。

開建 高 校
Kaiken High School

開建高校が目指すもう一つの姿は，
生徒が創る学校

授業も，学校⽣活のルールも，
しなやかに変化し続ける学校

学校を変化させていく中⼼は⽣徒であ
り、⽣徒と教師が一緒になって学校を協
創していくことを⽬指しています。

スライド43　　　　　　　　　　　　　　　　 　 スライド44
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